
  

水巻の炭鉱史～その光と影～
2017年 8月 29日　水巻町歴史資料館　大坪　剛

江戸時代は現在の石炭（せきたん）のことを
焚石（たきいし）といい、
焚石を燃やしたものを石がら・石炭（いしず
み）と呼んだ

炭「鉱」
⇒一般的な呼称
炭「坑」
⇒坑口など
炭「礦」「砿」
⇒会社名、固有名
詞



  

水巻周辺の地層（西側から東側に傾斜している）
石炭は遠賀層に含まれていて、 3,500万年前のもの

遠賀層（石炭層）



  

1.江戸～明治時代の炭鉱
●堀川開削工事（ 1751～ 62 ）で焚石発見
●漁船のかがり火、製塩、鍛冶の燃料として利用
その後一般の燃料として普及、藩の統制下に

●寛政７（ 1797 ）古賀村、吉田村に焚石丁場
●文化8 （ 1825 ）えぶり村、古賀村に焚石丁場
●嘉永2 （ 1849 ）頃末村で焚石丁場落盤事故
●嘉永5 （ 1852 ）えぶり村王子神社棟札石炭採掘の記事
●明治期、炭鉱は国の所有となり、申請すれば石炭
を採掘できるようになる
吉田、えぶり、下二、二、伊左座、古賀、頃末村に
小炭坑
●明治15年（ 1882 ） 1万坪（ 33,000平方メートル）
未満の小規模な炭坑は出願できなくなる



  

明治期の炭坑分布（「わたしたちのまち水巻」「水巻町民俗調査」付図を一部改編）



  

明治時代炭坑の出炭量
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朳山荘付近にあった焚石丁場(炭坑）想像図
「わたしたちのまち水巻」より



  

2.三好炭坑時代（ 1906～ 34 ）
● 遠賀郡浅川村三ツ頭出身
● 鯰田炭坑（飯塚）で修行
● 水巻の頃末炭坑を買収、坑内排水
運搬の機械化推進。鉱区を拡大し
三好鉱業とする。筑豊御三家（麻
生太吉、安川敬一郎、貝島太助）
に次ぐ有力経営者となる。

● 寺社への寄付、学校の設立などの
社会貢献活動

● 「高松キナコ」暴力が支配する圧
制ヤマとして恐れられる

● 労働者には朝鮮半島からの人々や
女性、未成年者もいた

● 昭和8年（1933）子どもや女子の
坑内労働が禁止となる



  

三好炭坑時代の出炭量と労働者数
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高尾坑（大正7年）「筑豊石炭礦業組合月報」より



  

『月報』292（昭和3年）より

（東水巻駅付近）



  

坑内から掘り出した石炭を運搬するトロッコを引っ張るため
のロープを運び出す機械を据える煉瓦作りの台座

解体前
長さ 7.6×幅 4.6×高さ 4.3m イギリス積

鳳炭坑捲揚機台座跡（水巻町吉田東＝平成 19年消滅）
（明治～昭和初期）



  

三菱飯塚炭坑捲揚機台座（飯塚市指定文化財）想像図



  



  



  

3.戦前の日本炭礦（ 1934-45 ）
●昭和9年（1934）鮎川義介（日本鉱業のち
の日本産業）が三好鉱業を買収し日本炭礦
㈱が成立
●炭坑の近代化、電気を動力とする
●福利厚生施設の充実（2階建て八軒長屋、
病院・水道・風呂・配給所など）により労
働者増加
●昭和14年（1939）二島斜坑の開削開始 (各
坑口をベルトコンベアで結び二島へ集積し
洞海湾から船積みする、戦争で中断後昭和2
3年再開）朝鮮半島からの集団労働移民
●昭和15年（1940）出炭量年産100万トンを
達成、労働力として連合国軍捕虜を受入



  

日本炭礦時代の出炭量と労働者数（戦前）
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  現中央区

大山祇神社（山の神）
現多賀山自然公園



  



  頃末北三丁目付近（総合運動公園周辺）



  
昭和12年（1937）建設



  

木彫レリーフ「二人の青年」
（水巻町指定文化財）

水巻町図書館内に所在。昭和5
年（1935）、一色五郎（※）
が27歳の時に帝展で入賞した
時の作品。日本炭礦の全盛期に
建てられた クラブの玄関に飾朳
られていたもので、水巻の炭鉱
の繁栄を象徴するもの。
※一色五郎（1903-85）
茨城県出身。彫刻家。東京美術学
校卒業。日展入選 11回。



  

福岡捕虜収容所第 6分所

昭和18年（1943）、日本炭礦で
は古賀区の炭坑社宅を捕虜収容
所に改修し、石炭増産のため連
合国軍の外国人捕虜を労働者と
して1,200人ほど受け入れ、強制
労働をさせた。うち70～ 140名
が亡くなったといわれる。

陸軍回復促進班（1945/9）米軍撮影/工藤洋三提供



  



  折尾捕虜収容所のあった場所（水巻町牟田）



  

昭和18年（1943）太平洋戦争中に全国の炭
鉱の生産向上をめざす国家政策の一環とし
て発足。画家や彫刻家で組織され、全国各
地の主要炭鉱にシンボル像をつくった。町
内にも像や制作時に試作した石膏像が残さ
れている。

軍需生産美術推進隊



  

一礦産業戦士の像（林是作）

一礦坑夫ミニチュア像 /石膏/高さ 30cm

作者銘
「軍需生産美術推進隊
　林是」

林是（1906-74）東京美術学校（現東京芸大 ) 卒、日本彫刻家協会に
参加。行動美術協会彫刻部創立会員。

一礦広場 (S41消滅）



  

炭鉱就労者の像　圓鍔勝三作
（水巻町指定文化財）

二礦坑夫ミニチュア像 /石膏/46cm 炭鉱就労者の像　二礦広場

圓鍔勝三（1905-2003）東京美術学校（現東京芸大 ) 卒、日本芸術員
会員。多摩美術大学名誉教授。文化勲章などを受章。

作者銘
「軍需生産美術
推進隊　圓鍔勝三」



  

坑夫石膏像（長沼孝三作）

坑夫ミニチュア像/石膏/高さ 20cm

作者銘
「軍需生産美術推進隊　長沼孝三」

長沼孝三（1908-93）東京美術学校（現東京芸大 ) 卒、帝展に入選。
東京芸術大学名誉教授。



  

4.戦後の日本炭礦（ 1946-71 ）
●昭和21年（1946）日炭高松労働組合結成
●昭和23年（1948）従業員は10,000人に
●昭和26年（1951）カッペ採炭導入
●昭和27年（1952）カッペ採炭合理化反対スト
炭鉱文芸誌など文化活動（上野英信・千田梅二・上田博）

●昭和33年（1958）二島斜坑完成
石炭から石油への切り替えが進む

●昭和33～ 36年（1958～61）会社経営赤字化
●昭和37年（1962）ビルド鉱として再建
●昭和39年（1964）折尾東部採掘計画不許可
●昭和41年（1966）一礦閉山
●昭和44年（1969）浅川礦（三礦）閉山
●昭和46年（1971）若松礦閉山



  



  



  



  

日本炭礦時代の出炭量と労働者数（戦後）
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  日炭髙松第一礦風景（昭和30年代）



  日炭髙松第二礦風景（昭和28年）



  

日炭高松労働組合（ 1946-71 ）

● 昭和21年（ 1946 ）結成
● 昭和24年（ 1949 ）
日本炭鉱労働組合（炭労）に加入

● 昭和27年（ 1952 ）
カッペ採炭合理化スト（六三スト）

● 昭和34年（ 1959 ）
三井三池争議支援

● 昭和36年（ 1961 ）
100日スト

● 昭和38年（ 1963 ）合理化案受入
● 昭和46年（ 1971 ）解散

遠賀地区メーデー
（昭和36年）



  

炭鉱の暮らし
炭鉱社宅
●社員（職員）社宅…役職に応じ社宅の場所や間
取りが異なっている、役職者ほど高台に
丸ノ内・ ・宮ノ下・緑野・赤池・紅葉野・常朳
盤台
●鉱員（炭坑夫）社宅…平屋と二階建ての2 ･ 4・
6・8軒長屋がある。配給所・共同浴場・共同便
所・水道・幼稚園・労務事務所などの施設
三ツ頭・高松・梅ノ木・古賀・高尾・中央・鯉
口・吉田・片山



  



  



  



  



  



  



  

炭鉱の暮らし

洗濯（古賀区） /椎葉磯辰提供 一斉清掃（梅ノ木区） /椎葉磯辰提供

カンガン七厘で炊事

ボタ拾い（一礦ボタ山） /重岡護提供



  

紙芝居 /椎葉磯辰提供 花嫁道中（古賀区） /椎葉磯辰提供

引込線（梅ノ木区） /椎葉磯辰提供山の神祭典



  

●昭和20～ 30年代　「地下戦線」「炭砿長
屋」「月刊たかまつ」「文芸誌たかまつ」
「サークル村」「蟻塚」など機関紙の刊行
上野英信・千田梅二・上田博他
●日炭高松写真サークルの活動
庄田明、山崎富士雄、山口勲

文化活動



  

炭鉱文芸誌



  

うえだひろし（ 1933-2011 ）
ぼた拾ふ /木版・紙
38.2×30cm/1957年

レバーブロックを巻く/木版・紙
/18.9×14cm/製作年不詳

熊本県生まれ。昭和27～3
9年まで日本炭礦（日炭高
松炭礦）の第二礦に炭坑
夫として勤務。上野や千
田とともに炭坑文芸誌の
製作に関わり挿図で木版
画を担当。以後、水巻町
吉田のアトリエにて創作
活動を続ける。春陽会会
員。77歳で亡くなるまで
に「日本板画院展」ほか
数多くの美術展に入選作
品を残す。
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